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日本語時間名詞の構造 

田窪行則（国立国語研究所） 
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1．はじめに 

本章では, 現代日本語の時間に関する表現について考察し, そこに現れている構造を見
て, 日本人にとって, ひいては人間にとって「時間」はどのようにとらえられているのかを
考える。時間がどのようなものかに関する物理的, 哲学的考察はここでは問題にしない。
我々が時間を言語でどのように表しているのかを観察し, その観察を通して我々の時間の
とらえ方を考えるのが本章の目的である。 

時間と, 我々が時間に対して与える「名前」とは区別されなければならない。我々は時間
に対してさまざまな名前を与えるが, 「日」, 「年」のように, そのあるものは我々の時間
知覚や天体の動きの理解に基づいているが, 「週」, 「世紀」のように。あるものは宗教的, 

文化的な, また, 便宜的な尺度により制度として与えられたものであり, それらは, 言語的
に別の振る舞いをする可能性がある。 

本章では, まず 2節で日本語におけるさまざまな時間名詞を見て, それらの分類をするこ
とで時間名詞類の性質を概観する。しかる後にダイクティックな時間名詞（発話時がその定
義に用いられる時間名詞）の性質を見る。3, ４節で, 「今ごろ」という発話時を属性に変換
する名詞を利用して, ダイクティックな時間名詞の性質, ひいては類比的マッピングの性
質を見て日本語の時間のとらえ方を見る。5節で「今ごろ」に使われる類比マッピングがど
のような認知機能によっているかを空間認知と関係させることで考察し, 時間, 空間認知
に用いられる一般的な認知方法についても考える。 

 

2. 様々な時間名詞 

国立国語研究所の『分類語彙表―増補改訂版』1.16「時間」には 2498 語の時間名詞が収
録されている。しかし, そこに収録されている時間名詞は必ずしも意味論的な分類をされて
いるわけではなく, それぞれの「意味分野」における「時間」から連想される語が収録され
ているとみられる。これはこの語彙集がシソーラスであることからくるもので, かならずし
も欠点とはいえないが, その分, これらの語彙に対して語彙意味論的な分析, 分類をするの
は意味があると思われる。ここでは『分類語彙表』のすべての時間語彙に関して分析, 分類
をすることはせず, どのような点に注目して語彙意味論的な特徴を与えるべきであるかを
考察する。 
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2.1 時間名詞の分類 

まず, 簡単に時間名詞の種類を分類し, その性質を考える。ここで特に注目するのは時間
名詞のうち, 田窪・笹栗（2001）が考察した「周期的時間名詞」というものである。これは
特に新しい概念ではなく, いわば周期的に繰り返す構造をもつ時間スケールであり, 暦の
概念と関係する。典型的なものは「日」と「年」であり, これは地球の自転と公転とに関係
している。「月」も月の運行周期と関係している。「週」は新月, 上弦, 満月, 下弦などの月
の満ち欠けがもとになっているとも考えられるが, 3 節で示すように, 日本語では, 周期的
な性質をあまり示さない。 

これらの周期的時間スケール概念に対し, その部分を表す「春」「夏」「秋」「冬」などの
「季節」, 「午後」「午前」「朝」「昼」「夜」「正午」「真昼」などの一日のなかの時間的部分
や, 「はじめ」, 「終わり」など, これらの時間スケールの位置を示す概念などは, 周期的な
性質を持たない。以下でこれらの時間名詞の分類をして性質を考える 1。 

まず周期的時間スケール名詞について考えよう。周期的時間スケール名詞としては「日」
「月」「週」「年」「世紀」のようなものをあげることができる。これらは周期をなす時間ス
ケールの名前を表す。これらは同時に, スケールの単位, すなわち, スケールの量の単位を
表すことができ, そのため数量名詞となる。「1日」, 「2週間」, 「3 か月」, 「4年」, 「5

世紀」のごとくである。これらの単語がスケール量を表せるのは, スケール名であると同時
に前後を区切られて, 同じ内部構造をもち, 同じ大きさを持つ周期的な時間の連続をなす
からである。これらの周期的時間スケール名詞が特殊な構造をもつことは 3節で観察する。 

 これらの周期的時間スケール名詞は, その構成要素自体がさらに周期的なスケールをな
す場合がある。たとえば, 年は 12 の月, 月は 4 つの週は, 週は 7 つの日からなる構成要素
である日, 週, 月のそれぞれが周期的な時間スケールをなす。 

 時間は便宜的に一次元上の全順序を持つ無限の点からなる直線と表すことができる 2。こ
れらの時間名詞の意味（指示対象）は, その直線上の線分, あるいは, 目盛として表すこと
ができる。それぞれは, 一定の長さを持ち, 一つの目盛の単位が, 別の目盛の単位を部分と
する形で定義される。一日は 24 時間, 一週間は 7 日, 一月は 28~31 日, 一年は 365 日とい
った具合である 3。それぞれの単位は, 同じ単位は実際上同じ長さを持ち, いわば時間を非
連続な単位に分割すると周期的に繰り返される。ある一日の次には別の一日が, ある週のつ

 

1 ここで論じるのは, 日本語時間名詞の分布から見られる意味的・語彙的性質であって, 

我々の時間の感覚であるとか認知ではない。我々の時間感覚やそのもとになっている認知
メカニズムに関しては, 認知的実験を行って調べるべきである。 

2 本稿では時間一般を扱わないので, 論理意味論上の厳密な時間のモデルは採用しない。
また, 「時間」という言葉の意味もここでは詳しく論じない。 

3 ここでは厳密な西暦や陰暦による日や月の年の定義を問題にしていない。 
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ぎには別の週が, ある月の次には別の月が続く。 

これらの単位は, その組み合わせによって, 直線状の特定の位置を表すことができる。た
とえば, 一日のなかの時間的位置は午後 3 時 11 分 12 秒などというふうに表現することが
できるし, 年の中の時間的位置は 8 月 20 日などということができる。これらは粒度をあげ
たり, 下げたりできるので, ある特定のある特定の時間的位置を示すのに 8 月 20 日午後 3

時 11分 12 秒ということも, 8月ということもできる。これらの位置はそれぞれのスケール
単位で存在し, 同一の値で同一位置を定義できる。つまり, 午後 3時 11分 12秒は, 8月 20

日にも, 8 月 21 日にも, 9月 15 日にも存在し, 8 月 20 日は 2020 年にも 1950年にも存在す
る。 

これに対して, 日の部分をなす「朝, 昼, 晩」などは特に周期的な性質をもたない。月の
部分である「初旬, 中旬, 下旬」が周期的な性質を持っているのか, 季節の名詞である「春, 

夏, 秋, 冬」もここでいう周期的な性質を持っているかどうかも自明ではないであろう。 

 

2.2 ダイクティックな時間名詞 

2 節で述べた周期的時間名詞にはダイクティックなものがある。ダイクティックというの
は, 発話者, 発話時, 発話場所を基準として定義できるという語彙的な性質である。時間名
詞に関していえば, 発話時を基準として定義される単語である。たとえば「さっき」「もう
じき」「先日」などは, 次のように発話時「今」を基準として定義できる 4。 

 

(1) さっき：今より少し前 

もうじき：今よりすこし後 

先日：今より何日か前 

 

同様に周期的なものに関しても次のようなものがある。 

 

(2) 日：今日, 明日, 明後日, 昨日, 一昨日, さきおととい．．． 

  週：今週, 来週, 再来週, 先週, 先々週．．． 

  月：今月, 来月, 再来月, 先月, 先々月, 再来月．．． 

  年：今年, 来年, 再来年, 去年, おととし．．． 

  世紀：今世紀, 前世紀, 来世紀．．． 

 

左側の名詞は「：」の右側の名詞の属するスケール名で, そのスケールを単位とする量を表
す。右側は, 発話時を基準として定義されるスケールの値を表す。そして, そのスケール上
において「～の次」, 「～の前」という関数で連続する周期的単位が定義される。 

 

4 単語によっては, 文脈でダイクティックな解釈がされるものもある。「前に」「あとで」 
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(3) 今日：発話時を含む日, 明日：今日の次の日, 昨日：今日の前の日 

今週：発話時（を含む日）を含む週, 来週：今週の次の週, 先週：今週の前の週 

今月：発話時（を含む日）を含む月, 来月：今月の次の月, 先月：今月の前の月 

今年：発話時（を含む日）を含む月を含む年, 来年：今年の次の年, 去年：今年の前の
年 

 

２節で, 周期的時間スケール名詞は時間直線上の位置を示すことができると述べたが, ダ
イクティックな時間名詞は, 発話時という位置を基準点として, スケール単位により数え
た基準点からの距離により別の位置を示すと考えることができる 5。 

ダイクティックで周期的時間スケール名詞は同じ時間量を単位とし, 発話時を基準点と
して「～の次」という関数の繰り返し適用により定義されている。そして, それぞれの単位
は同じ内部構造を持つ。したがって, 周期的時間スケール名詞は, 単位が同じであれば, そ
れぞれのメンバーは同じ長さ, 同じ目盛を持つと言える。次節ではこのことがどのような意
味を持つかを考える。 

  

3．「今ごろ」と時間の構造 

 2 節で周期的時間スケール名詞という概念を導入した。たとえば, 年は 12 カ月, 365 日, 

月は 28 日～31 日, 日は 24 時間, 1 時間 60 分というようにスケールをなし, 同じ量を単位
としてそれを繰り返す構造になっている。これらは当然天体の動きと人間によるその理解
と認識を基盤としているわけであるが, そうでない場合もある。「週」は必ずしも天体の動
きとは関連せず, 宗教的な理由によって設定されたものであるし, 「世紀」も 100 年という
単位は便宜的に作られたものである。一日を分ける「午前・午後」も天体の動きと関係して
いると考えなくてよく, 夜と昼とは違って, 24 時間を便宜的に分けたものである。また, 

「昼」, 「夜」, 「午前」「午後」はここでいう周期的時間スケール名詞とは異なり, 同じ構
造をしていないと考えられる。 

本節では日本語の「今ごろ」という語の意味解釈を通じて, ダイクティックな周期的スケ
ール時間名詞の特徴を考察する。 

  

3.1 「今」と「今ごろ」 

 田窪・笹栗(2001:39)では, 「今ごろ」の典型的な使い方として, 次の４つの場合を考えた。 

 
5 基準点をゼロとするか１とするかで「満（ゼロの場合）」と「数え（1 の場合）」が決ま
る。たとえば, 宮古語池間方言では, 数えでダイクティックな日, 年を数えるため, 「一昨
日」を「みーかない（3日前）」, 「一昨年」を「みーてぃない（3年前）」などと数える。 
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(4) 去年の今ごろはどうしていましたか。 

(5) 彼は今ごろニューヨークに着いているだろう。 

(6) あの時彼が助けてくれなかったら，今ごろ一家は路頭に迷っていただろう。 

(7) 今ごろの時期が, 一番海外旅行が多いね。 

 

(4)の「今ごろ」は, 2.2 で述べた「去年」というダイクティックな周期的時間スケール名詞
がかかわっており, 発話時間とは異なる時間を指示する。(5)の「今ごろ」は, 発話時間と同
じ時間を指示し, 通常は発話の場所とは離れている場所に言及している。(6)は, 反事実条件
文の帰結に使われており, 時間としては発話時を指すと考えてよい。(7)は, 「今の時期」と
ほぼ同じ意味で使われている。これらをそれぞれ, 「発話時の対応時間を表す「今ごろ」」, 

「推論とともに使われる「今ごろ」」, 「反事実条件文とともに使われる「今ごろ」」「時期を
表す「今ごろ」」と呼ぶことにする。(7)以外は, 「今」を使うと不自然になる。 

 

3.2 発話時の対応時間を表す「今ごろ」 

「今ごろ」は 2 節で議論した周期的時間スケール名詞とともに使って, 発話時の対応時間を
表す。 

 

(8) a. 明日の今ごろ 

b. 昨日の今ごろ 

(9) a. 来年の今ごろ 

b. 去年の今ごろ 

(10) a. 来月の今ごろ 

b. 先月の今ごろ 

 

これらの例での「今ごろ」は,次のように意味解釈がなされる。 

 

(11) a. 発話時を含む周期的時間名詞の表すスケール単位上で位置を同定する。 

b. 当該スケール単位での位置属性を抽出する。 

c. その位置属性によって当該時間スケール単位上で同定する。 

                        田窪・笹栗（2001：(21)を改訂) 

 

たとえば,「今日の午後 3時」,「今年の 3 月初め」,「今月の 3 日」などと,それぞれ,「日」,

「年」,「月」で発話時が位置する時間的位置を決め（＝a）, それにより「午後 3 時」, 「3

月初め」, 「月の 3 日目」というスケール単位上の位置属性を取り出し（=b), その属性を
当該のスケール単位で評価して, 発話時と「同じ」位置を同定する(=c)というのが(11)の内
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容である。 

(11)では, 「今ごろ」を, 発話時を表すものではなく, 発話時をスケール上に位置づけす
ることでその位置属性を抽出したものであると特徴付ける。これは, たとえば「今」と「今
ごろ」のつぎのような分布の違いから分かる（田窪・笹栗（2001））。 

 

(12) a. 今, 何時ですか。（田窪・笹栗（2001:(6))) 

b. 今日何月何日？ 

(13) a. *今ごろ, 何時ですか。（田窪・笹栗（2001:(8)）） 

b. *今ごろ何日？ 

 

(12)を発話するためには, 話者は発話時が一日や一年という時間スケール単位上でどの位
置にあるのか, あるいは, その時間スケール単位上の位置が何と命名されているかを知っ
ている必要はない。「今」は, 話者が, 自分が話をしていると意識しているだけでよい。しか
し, 「今ごろ」を使えるためには, まず発話時が時間スケール上でどの位置にあるのかを知
っている必要がある。そうでなければスケール上の位置属性を抽出することはできず, それ
によって次の時間スケール単位で「同じ」位置を特定することはできないからである。 

 また, 次の分布の違いもほぼ同じことを示している。 

 

(14) 今は午後 4 時 15 分だ。 

(15) #今ごろは午後 4時 15 分だ。 

 

(14)は, 発話時に対して「午後 4 時 15 分」という時間名, すなわち時間属性を割り当てて
いる文である。これに対し, (15)は, すでに発話時の時間スケール上の位置は前提となって
おり, すでに既知の属性を割り当てているため適格な解釈ができない。もし(15)が, 時差が
ある場所との違いを問題にしているのであれば容認可能になる。発話場所での時刻を知っ
ていたとしても, 時差がある場所の時刻を知っているとはかぎらないからである。たとえば, 

(16)は, オンライン会議をカリフォルニア時間午後 4 時 15 分から始めることになっている
という文脈では a の代わりに bを使ってもそれほど容認度は下がらないであろう。 

 

(16) a. ロス・アンジェルスでは今が午後 4時 15分だ。 

b. ロス・アンジェルスでは今ごろが午後 4時 15分だ。 

 

以上から, 時間スケール名詞とともに使われる「今ごろ」の解釈には, 発話時の時間スケー
ル単位上での位置づけと, それによる時間的位置属性の抽出がかかわっており, (11)のよう
な解釈方略が使われているということが言えるであろう。 

 「今ごろ」は, 「日」と「年」では, ほぼ文脈なしで普通に使える。(17)は, 「あした, 4
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日後, 10月 3 日の午後 2時ごろ」という解釈が, (18)は「来年, 4年後, 2022年の 8 月 2日ご
ろ」という解釈が, それぞれ問題なく取れる。 

 

(17) （午後 2時に話しているという文脈で） 

｛あした, 4日後, 10 月 3日｝の今ごろにはできているでしょう。 

(18) （2020 年 8月 2 日に話しているという文脈で） 

｛来年, 4 年後, 2022年｝の今ごろにはできているでしょう。 

 

これに対して, 「月」や「週」では, 「来月, 先月」, 「来週」「先週」ではそれほど不自然
ではないが, 次のような例では多少文脈が必要であると思われる。(19)が「10 月 2 日ごろ
にはできている」, (20)が「再来週の月曜日ごろにはできている」という解釈を得るために
は, たとえば, 月単位, 週単位で製品の完成と納品が決まっているという文脈がいるであろ
う。 

 

(19) （8月 2 日に話しているという文脈で）10 月の今ごろにはできているでしょう。 

(20) （8月の第一週の月曜日に話しているという文脈で）再来週の今ごろにはできているで
しょう。 

 

週や月に関して「今ごろ」の使用がそれほど自由でない理由は, 各週や各月をリストにして, 

順番に並べ, その目盛を合わせるような作業は特殊な文脈でなければ行わないからである
と考えられる。 

 また, 「午前」, 「午後」は, 周期的なスケール名詞として定義できるが, 午前に発話して
午後の「同じ」時刻を指すことはできないであろう。 

 

(21) (午前 8時に話しているという文脈で）#午後の今ごろ来てくれ。 

 

「午前」と「午後」は, 対応する目盛を持つ時間名詞として解釈でき, 時計の構造でわかる
ように「同じ」時刻を指すことができるが, 午前 8 時から午後 8 時への対応関係は「今ご
ろ」を用いては設定できないわけである。 

 「春, 夏, 秋, 冬」のような季節も, 「今ごろ」との共起関係を見る限り, 通常の文脈では
周期的な時間名詞とは考えにくい。たとえば, (22)で, 「夏の今ごろ」が指すのがいつにな
るのかは解釈が定まらない 6。 

 
6 たとえば, 季刊誌を作っている雑誌社などで, 厳密に春, 夏, 秋, 冬が定義され, その各号
の編集から発刊までのスケジュールが決まって入れば, (22)の「今ごろ」は, たとえば, 7

月 15 日ごろを指すというふうに使えるかもしれない(田窪・笹栗 2001:45）。 
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(22) （春の 4月 15日ごろ話しているという文脈で）#夏の今ごろできるだろう。 

 

「夏の今ごろ」は, 通常は「夏の今ごろの時間」, あるいは, 後述するように「（夏の）今ご
ろの時期」と解釈される。(23)は, たとえば春の初めごろの 5 時半ごろに発話していれば, 

「夏の日の今ごろの時間」, すなわち「夏の 5 時半ごろ」を意味し, 夏の初めごろを指すわ
けではない。また, 7月 20 日 5時半ごろに(23)を発話していれば, 「1 年の中で夏の今ごろ
の時期」という解釈になり, これも「夏」という季節は余剰的であることになる（田窪・笹
栗（2001：45）。 

 

(23)  宮古島は海で囲まれているので, 夏の今ごろは涼しい。 

 

以上みたようにダイクティックな周期的時間スケール名詞は「今ごろ」による対応時を持
つか持たないかによって分類できる。おおざっぱに見ると以下のように考えることができ
るであろう。右に行くほど厳密な周期をもたず, 対応時を考えにくくなる。また, 厳密な周
期を定義できるばあいも, より人為的な周期名であると対応時の設定が不自然になる。 

 

日, 年＞月, 週＞春, 夏, 秋, 冬＞午前, 午後＞朝, 昼, 夜 

 

3.3 今ごろと推論 

この節では 3.1 で「推論とともに使われる「今ごろ」」と呼んだ(5)の例について考えよう。 
 

(5) 彼は今ごろニューヨークについているだろう。 

 

(5)では, 特に周期的時間スケール名詞が表れているわけではないし, 「今ごろ」は発話時以
外の別の時間を表しているわけではない。このような「今ごろ」は, 発話場所と離れた事態
に言及する場合に用いられる。この時「だろう」はある種の知識に基づいて, 推論をしてい
ると考えられる。たとえば, 飛行機で成田からニューヨークまで 14 時間ほどかかることを
知っていれば, 出発時間から到着時間は計算できる。日本時間の午前 7 時 15 分に出発した
ことを知っていれば, 日本時間で同日の 21 時 15 分ぐらいにはニューヨークに着くことが
予測できる。したがって, 発話時が日本時間で 21時 15 分であれば, (5)が発話できるわけで
ある。ここでは「今」を使ってもまったく認容できないわけではないが, このような計算に
よって結論に達した場合は, 「今ごろ」を使う方が自然であると考えられる 7。 

 
7 「だろう」は, 疑念や自問を表す用法がある。その場合は, 特に計算による結論を述べる
必要がなく, 直接観察できなかったり, 直接の知識を持たないことを表す。 
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これに対し, 「彼」と直接電話するとか, この知識を持っている人から聞いた場合などは, 

「今」を使う方が自然である。「今ごろ」の可否はモーダル要素の有無とも関係する。(24)a

は, モーダルなしで, 直接「彼」と話したとか, それを見た人から報告を受けたような場合
である。(24)bは, 新聞で読んだとか, なんらかの証拠から推論できる場合である 8。 

  

(24) a. 彼は今ニューヨークに着いた。（今電話で話している。） 

b. 彼は今ニューヨークに着いたようだ。（ニュースで流れている。） 

 

3.4 今ごろと反事実世界 

「今ごろ」は(6)のような反事実条件文の帰結にも表れる。 

 

(6)あの時彼が助けてくれなかったら, 今ごろ一家は路頭に迷っていたところだ。 

 

(6)でも(5)と同じく, 「今ごろ」は発話時を指示しているように見える。この前件で導入さ
れる「あの時彼が助けてくれない」という反事実世界は「一家が路頭に迷っている」という
反事実的帰結を導くわけであるが, 「あの時」という時点から, 一連のできごとが, 必然的
に「一家が路頭に迷う」という反事実的出来事を引き起こす時点まで続くと想定されている。
「今ごろ」が使われているのは, この出来事からの結果の状態が発話時と「同じ」時点を含
んでいると考えられているからである。いわば, この反事実的な条件文は前件からの因果的
な出来事の連続（causal chain)が, 事実的な世界における因果的な出来事の連続と並行して
進んでいるという想定をしていると考えることができる。たとえば次のようなものである。 

 

 

 i) 彼は今ごろどこでなにをしているだろう。 

 

(i)の「今ごろ」は「今」と取り換えてもそれほど変わらない。また, この「だろう」の用
法は, 疑念, 自問を表せる「のだ」にはあるが, 他のモーダルにはない。たとえば, 「はず
だ」, 「にちがいない」, 「かもしれない」は疑問語を用いた疑念, 自問を表すことができ
ないため, ii)は非文である。 

 

ii) *彼は今ごろどこでなにをしている｛はずだ, にちがいない, かもしれない｝。 

 

8 田窪・笹栗(2001), Takubo (2009)で述べたように, (24)の「今」を「今ごろ」に変えると
「今ごろ」に音声的卓立を入れる必要が生じ, 「着いたのが遅い」とか, 場合によっては「早
すぎる」という解釈になる。これについては田窪・笹栗(2001: 5.3節), Takubo(2009: 6.2.3)

を参照。 
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(25) a. 事実的世界 

彼が助けてくれる(e1)＞資金繰りに困らなくなる(e2)＞会社が倒産しない(e3)＞一家が路頭
に迷わないでいる(e4)。 

 

    b. 反事実的世界 

彼が助けてくれない(e1’)＞資金繰りに困る(e2’)＞会社が倒産しない(e3’)＞一家が路頭に迷
わないでいる(e4‘)。 

 

この場合, 反事実的条件文の帰結に使われている「今ごろ」は, e4と e4’が「同じ」時間属性
を持つということによっている。つまり, 想定されている反事実的世界は事実的世界と並行
した時間属性を持つと考えられてよいと思われる。 

このような因果連鎖を伴わない場合でも, ある種の反事実的な世界の時間が事実的世界
の時間と並行して進むと想定されると考えてよい例がある。たとえば, フライトスケジュー
ルの例を考えよう。昨年までは, 成田―ニューヨークには直行便があり, 14 時間で着いたと
する。これに対し, 今年になって, 便数が減り, 必ずシカゴのオヘア空港で乗り換えになっ
たとする。この時, 次のような発話が可能である。 

 

(26) （成田を日本時間午前 6時に離陸し, オヘア空港に 18時到着, ニューヨークに 22時に
着く便に乗る前に, 飛行機の中で 20 時過ぎに発話するとする。） 

去年だったら, 今ごろニューヨークに着いているところだ。 

 

(26)の「今ごろ」は, 発話時である日本時間 18時 15 分と「同じ」を指しているが, 言及さ
れているのは, 昨年までのフライトスケジュールにおける, 離陸後 14 時間 15 分後である。
ここで問題となるイベントは次のようになる。 

 

(27)  

今年（＝現実） 

午前 6 時成田離陸＞18 時オヘア到着＞乗り換え後 20 時にニューヨーク行の飛行機に乗る
[発話時現在 20時１5 分]>22 時にニューヨーク着 

昨年（=反事実） 

午前 6 時成田離陸＞20時にニューヨーク着 

 

フライトスケジュールは, 離陸からの経過時間 t から場所ｌへの関数 F(t)=l として表すこ
とができる。今年のフライトスケジュールを f1, 去年のフライトスケジュールを f2と表すと, 

「今ごろ」は, この 2つのフライトスケジュール上の発話時の対応時間を与えることができ
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る。離陸からの経過時間は発話時が与えられると計算でき, この場合は 14 時間 15 分であ
る。したがって(28)のように表せる。 

 

(28) a. f1(14 時間 15 分)＝オヘア離陸後ニューヨーク方向に 15 分飛んだ位置 

b. f2(14 時間 15分)＝ニューヨーク 

 

「今ごろ」は今年の時間軸上にある発話時から計算された 14 時間 15 分という「同一」の
経過時間を, 変更される前の別のフライトスケジュール上で, 離陸後からの経過時間に与
える操作を行っていると考えられる。ここでも f1, f2という同一構造をもつある種の時間ス
ケールが与えられて, その位置を利用した計算を行っている。 

 もう一つ例を挙げてみよう。たとえば, トランプ大統領が就任して 1 カ月後に彼の仕事ぶ
りとオバマ前大統領の仕事ぶりを比較するとする 9。 

 

(29) トランプは仕事が遅い。オバマは今ごろすべての長官の任命を終えていた。 

 

トランプとオバマは同じ時期に仕事をしているわけではないので, この「今ごろ」は, トラ
ンプの任期とオバマの任期のはじめの部分を非現実的にそろえて比較する必要がある。先
ほどのフライトスケジュールと似たような操作であるが, この場合は, 就任からの経過時
間 t と仕事量 w という関数 F(t)=w を考えればよい。ここで, トランプの方の時間と仕事量
の関数を ft, オバマの方を fo とすると(30)のようになる。 

 

(30) a. ft(1 カ月)=長官の 3分の 1の任命 

b. fo(1 カ月)=長官をすべて任命 

 

ここでもフライトスケジュールと同じように, ft と fo という関数が持つ時間スケール上（＝
就任からの経過時間）で「発話時」の位置の値, すなわち「1 カ月」を取り出し, それを ft, 

ft に与えて仕事量を計算し, ft(一カ月）<fo(1 カ月）というふうに二人の仕事ぶりを比較し
ているわけである。ここでそもそも比較が可能になるためには, 次のことが成り立たないと
いけない。 

 

(31) a. ft, fo という時間から仕事量への関数が作れること。 

b. 発話時が ft, fo 上で「同じ」位置として同定できること。 

c. ft(t), fo(t’)が比較できること。 

 
9 この例はGilles Fauconnier 氏が筆者との議論中に示唆してくれたものを少し変えたもの
である。 
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ここに関わる時間スケールは大統領の任期とそこで行われる（あるいは, 優先して行われ
るべき）仕事のいわば規範化(normalization)のような作業である。このような作業を通じて, 

そして, 初めて両者の比較が可能になる。この作業は, 別の人間の「就任から今までの仕事
量の比較」などと言った文脈ではいつでも行われており, 反事実的で, 比喩的なものである
ことも意識されないぐらいである。 

以上, 「周期的時間スケール名詞」, 「推論」, 「反事実条件文」, 「フライトスケジュー
ル」, 「大統領の任期中の仕事量」における「今ごろ」の解釈の仕方について見てきた。4

節では, この解釈の根底にある関係と操作について考察する。 

 

4. 時間構造と対応物 

4.1 今ごろの時間 

(7)の例は「今」と言ってもそれほど容認度は下がらない。 

 

(7) 今ごろの時期が一番海外旅行が多いね。 

 

同様の例として(31)をあげることができる。(7), (31)は当該の時間スケールの中で, 発話時
がどこに位置するかを時間属性として抽出したものである。(7)はたとえば大型連休の時期
であり, (31)は, 帰宅時間に当たる午後 6 時ぐらいを指すだろう。これらの解釈はこれらの
文が使われている文脈と「時期」, 「時間」という単語の選択による 10。 

 

(32) 今ごろの時間が一番道路が混むね。 

 

田窪・笹栗（2001:3 節）では, (7)や(32)のような例が, 「今ごろ」の用法の一番基本的なも
のではないかとしている 11。(7)の「今ごろ」は, 一年, (32)は, 一日を周期的スケールとし
て発話時の位置を決め, 時間属性として取り出しており, 「今の時期」, 「今の時間」とそ
れほど違った解釈にはならない。ここでは「今ごろ」の「ころ」は, その本来の意味である
「ある特定の時間の近傍の時間, およその時間」とでもいう意味を表すと言ってよい 12。つ

 

10 特に「時期」, 「時間」という語は必要ではなく, 「今ごろ」だけでもほぼ同じ意味を
表せる。 

11 田窪・笹栗（2001）では, 発話場面における「今」を Kaplan(1978)における固定指示
詞, 「今ごろ」を Fauconnier (1997: 72))における「役割的な性質をもつ確定記述(definite 

description)」であるとしている。 

12 田窪・笹栗(2001:53注 4)では, たとえば「3 時ごろ」は特定の時間そのもの, つまりこ
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まり, 「発話時によって特徴づけられる時間」である。ここではそのようにして取り出され
た属性を別の領域で評価するといった操作は行われていないとみることができる。これに
対して, 他の例では別の領域での評価はすべて文脈で与えられているわけである。4.2 で, 

この別の領域での評価のメカニズムを考察する。 

 

4.2 「今ごろ」と領域間マッピング 

3 節で述べた発話時と「今ごろ」の関係は, メンタルスペースにおける領域間マッピング
（mapping)として記述することができる。領域間マッピングでは, 関係づけられる二つの
領域間に共通する構造化を行う。これらの構造化された領域をスペースと呼ぶことにする。
まず共通構造を抽出した作業スペースを総称スペース（generic space)と呼ぶ。総称スペー
スによって構造化された二つのスペースのうち, いわゆる元となるものをトリガー・スペー
ス（trigger space), 類比の対象になるものをターゲット・スペース(target space)と呼ぶこと
にする 13。 

この道具立てでまず周期的時間スケール名詞における「今ごろ」の解釈操作を見てみよう。
総称スペースが与える構造を「日」とすると, 総称スペースはいわば 24 時間目盛の時計の
ような構造を与える。これにより「日」が構造化されるが, ダイクティックな周期的時間で
は, トリガーは「今日」となる。ここで F（t）を, たとえば時点を「日」という両端を持つ
周期的時間のある時点の位置に変換する関数とする。「明日の今ごろ」は, 「今日」の指示
対象である 24 時間構造のなかで発話時を位置づける関数 f1とその値を取って「明日」での
対応する値を与える f2の合成関数 f2（f1）を表すと見ることができる。つまり, f1の値を取っ
て, f2に与えその値を求める関数である。この合成関数を f と置くと［f(今)=明日の 14 時 15

 

の場合は「3時」そのものを指すとし, これが「3時の近傍」を指すのはグライスの量の格
率によるとしている。しかし, 「ころ」は, 「彼が学生のころ」, 「僕が京都にすんでいた
ころ」のように, 幅を持つ時間を表すので, 「3時ごろ」は, 「3 時によって特徴づけられ
る時間」, すなわち, 「3時を含んでその前後」という風にとらえるほうがいいかもしれな
い。 

13 ここで採用しているモデルは, 便宜上メンタル・スペース理論を非常に単純化したもの
である。領域間マッピングは Blending（融合）と呼ばれる現象を扱うために考えられたも
ので, 共通スペースにより構造化された二つのスペースはどちらも入力スペース（input 

space)と呼ばれ, その二つから出力された部分構造を融合した融合スペース（blended 

space)を構成する。本稿もこの融合の理論により再構成することができるが, 紙面の都合
で, 融合を伴わない単純化された形で解説する。メンタル・スペースに関しては
Fauconnier(1994)および、坂原(1997)、領域間マッピングおよび融合に関しては
Fauconnier (1997 ) ［フォコニエ著 坂原・田窪・三藤訳 2000 年『思考と言語における
マッピング』］を参照のこと。 
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分]となる 14。 

 

f1(今)=今日の 14時 15分  

日（総称スペース） 

今日（トリガー） 明日（ターゲット・） 

0----- -----今---------24 

今=14 時 5 分 

0------------------------24 

 

 

f2（f1）=明日の 14 時 15分 

日（総称スペース） 

今日（トリガー） 明日（ターゲット） 

0----- -----今---------24 

今=14 時 5 分 

0------------今‘--------24 

今’＝14時 15 分 

 

ここで, 「今ごろ」は, f1に当たる部分を担い, f2は文脈により与えられているとみなすのが, 

田窪・笹栗(2001)および本稿の考え方である。つまり(11)の a, b は, 「今ごろ」の語彙的意
味で, それを明日での対応物を表すのは「明日の」という語彙が与えられているからである
と考えられる。3 節の他の例における「今ごろ」の解釈はすべて文脈によってその共通スペ
ースの構成が決まっていた。たとえば, 3.3では「離れた場所に関する予測」, 3.4 では「反
事実的前件からの帰結」, 「新幹線や飛行機のスケジュール」に関する知識を用いて, 「離
れた場所」における状況を推論の結果を述べたり, 反事実的な前提条件から, 反事実的な現
在に関する帰結を述べていた。4.1 で述べたように, このとき, 実際に「今ごろ」の語彙的意
味に関わる部分は, (11)をより一般化した(33)の a, b だけであると思われる。 

 

(33) a. 発話時を含む時間スケール単位上で位置を同定する。 

b. 当該スケール単位での位置属性を抽出する。 

c. その位置属性によって当該時間スケール単位上で同定する。 

 

(33)の c, すなわち, 発話時のスケール上の位置から抽出された位置属性をどの領域に適用
するかは文脈によってきまる。 

 周期的時間スケール名詞の場合は, 領域は明示されるのが原則である。「明日の今ごろ」, 

 
14 ここでは, 「今」, 「明日の 14 時 15 分」という言語表現とその指示対象を区別せずに
表記する。 
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「来年の今ごろ」における「明日」や「来年」は, 「今ごろ」によって, 発話時がトリガー・
スペースで評価されて取り出された位置属性の適用される領域が明示的に示されたもので
ある。これに対して, 「今ごろニューヨークに着いているだろう。」や「去年だったら今ご
ろもうニューヨークに着いていたところだ。」においては, 発話時の位置的属性を取り出す
時間スケールは, 明示されず, 文脈により決まる。「彼は今ごろニューヨークについている
だろう」では, 問題となる領域は私の知っている「彼の旅程」であろうし, 「去年だったら
今ごろニューヨークについているところだ。」では, トリガー・スペースは今年の, ターゲッ
ト・スペースは去年のフライトスケジュールである。フライトスケジュールは時間から経由
地・到着地への関数であるが, 「今ごろ」が関係する時間スケールは, この文脈では離陸時
間から到着時間であるが, これは文脈が決めているので, 別の文脈では, 個人の旅程であっ
てもよいわけである。「オバマは今ごろすべての長官を指名していた。」では, 総称スペース
の与える構造は大統領任期中の各「時期」から「仕事の量」への関数 F(t)=w であるが, こ
こでも「今ごろ」の意味を決めるのに必要なのは, 任期中の時間的位置だけである。オバマ
とトランプの同じ時期での仕事量の比較などという解釈は, 問題となる文脈で発話時を時
間属性に変えることが「意味のある」解釈につながるという文脈効果である。いわば, この
関数を用いた解釈は文脈効果を最大にするために選ばれていると考えてもよい。 

 

f1(今)=トランプの就任一カ月目   

大統領の任期（総称スペース） 

トランプ（トリガー） オバマ（ターゲット） 

0-今---- --------------4 

今=就任一カ月目 

0------------------------4 

 

 

f2（f1）=オバマの就任一カ月目 

日（総称スペース） 

トランプ（トリガー） オバマ（ターゲット） 

0-今---- ---------------4 

今=就任一カ月目 

0-今’----------------------4 

今’＝就任一カ月目 

 

 

5．おわりに 構造と対応物 

以上, 「今ごろ」という, 発話時の対応物を同定する機能を持つ単語を見てきたが, ここ
で, 対応物を探すために利用されるのは, 総称スペースによって導入される構造である。実
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はこのような構造の設定とその間の情報の交換は「時間」に限定されるものではなく, 人間
の認知の広い領域に見られるものであり, あらゆる類比マッピングに関わっている。 

たとえば, 体操の先生が, 生徒に体操の動作を指示するときに「ここを押さえてくださ
い。」と言いながら左肩を右手で押さえたとすると, 生徒は自分の左肩（あるいは対面して
いるときは右肩）を押さえるだろう。「ここ」を自分の肩であると理解するのは, 先生の体
が自分の体と同じ構造をしているからである。実際の場面では, 言語的な指示さえも必要な
い。最初に, 体操のルーチーンを教えるという文脈が確立されていれば, ただ, 先生のする
動作を「真似」するだけでよい。この「真似」という操作は, 相手の動作を自分の体で実現
するのであり, まず, 総称スペースで, 構造化しておく必要がある。 

このような類比マッピングはいつでも行われる。「体」でなくとも, 部屋の隅を指で示し
て, 「となりの部屋のここら辺にコンセントがあります。」などと言えば, となりの部屋で
「対応する」場所で探すことができるだろう。その対応関係が成立するのは, 問題となる二
つの部屋に対して「同じ」構造が与えられるからである。 

体操の指示の場合でも見られるように, 教師の指示を生徒が自分の体で実現できたり, 

教師が指示を生徒に真似させたりできるのは, トリガー・スペースとターゲット・スペース
がリンクされているからであるが, 場合によってはこのリンクが多少複雑な場合もある。た
とえば, 自分のパソコンをプロジェクターでスクリーンに投影しながら説明しているとき
に, スクリーン上のオブジェクトを指すのにうっかり自分のパソコンの画面を指してしま
うことがないだろうか。これはトリガー・スペースとターゲット・スペースが完全に対応し
ており, 両者が混同されていることによる。パソコンの画面とスクリーン上の画面は完全に
対応しているけれど, 両者は特定の仕方で, しかも一方向にしかアクセスできない。画面か
らスクリーンへは画面上のポインターを動かすことでスクリーン上の対応する位置を指示
することができるだけで, 逆はできない。 

我々の周りにはこのような総称スペースがよって設定される対応関係に基づいたものは
ふんだんに見受けられる。いわゆる「設計図」, 「模型」, 「地図」, 「絵画」, 「彫刻」な
どのモデル的なものはすべてそのような対応関係に基づいているということができるし, 

いわゆる構造的なメタファーは, 言語を用いてこのようなモデルを構成したものというこ
とができる。 

本章で見た時間に関する構造化は, このような一般的な類比マッピングがかかわる認知
的な構造化が関係していると見ることができるわけである。 
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